




平野 圭 - ,.I
パヒルスの第1学年の学力診断凋丘の結果(達成率)を見てみると,水槽に水を


































































































学習指導案 (本鴫寮) (第 1次の第 1時)
単 元 名 比例と反比例
学 習 ･婆敦の中から変化する2つの砧をとらえさせ,表,式,グラフから比例の
の 関係を兄いだすことができる
目 標 ･比例の性質 を確終す るq
学習のねらいと発間 学 習 活 動 評価(▽)､配癒郵相(U)
1 .本時の学習課鰭を 1.本時の学習課題 ｢水を入れる様子 コソヒユ一夕,フ ロンでエ材を
理解させるo か ら比例の関操を考察ナるo｣を知るO
2 実生活との関連 2 水の入る様子の動何を見て,変化す
感 じながら,変化する る2つの敬をとらえるO 活用するn(○)
2つの量 を発表 させ ･時化巧と水の駄 実生活との関連を感
るO ･時間と水の高さ じながら,変化する
動画の中から,思いつ ･水のfIA-と水u)席 さ3,時間 の高 に前日して,ブラ 2つのL1-を発表するくことを発表させる∩3.グラフをノー トに (関心 .意欲 .値度)▽)比例,反比例の表,
苦かせる○ヲ亨くために フを考えるo 式 ,グラフを用いて




式の正比例の特徴を思 を考える , や考え方を用いて,
い山させて,正比例に 義,求.グラフにおけるJIi比例の特徴 事象を考察したり,
なっていることを確認 を発表する.5.別の動画で,グラフの特徴をよと 予測 したりすることする05.まとめの動画を有 ができる｡(知瓢 .倭堰)(▽)結果が適切であるか






































場 L,JJiべ▲グラフと同 じように比例か どう
かを糾断することが=来ることを伝える｡
｢ 一十 ｢ J-nll¶ 一.~一.~-｢L
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4 まとめ
(1)成果
① 現実の事象を取 り上げる有効性
プロの水入れの現実座敷から放血関係U)
思考に入っていく内容の実践の例を嘩げた
のだが,生徒の反応は大きく,授美観紬を
守ることが大J/}な程だった｡外れた拝見を
含めてたくさんの意見が出てくるっそ うい
う確問が大切で,それに対するiL経の反応
も大切にしていく｡予想外の答えは,数日
の立場からすると敬遠 され る傾向がある
(思いもよらない反応は授黄の方向を修正
するのに時間がかかったり,修正できなか
った りするから)が,こうした授賞では,午
徒の考えをしっかり鷲倣させ,放 りしけて
いかないと,数学の)さ1考へ入る峠の生徒u)
艶味関心やテンションが下がってしま う
そ して,/巨従から.'判るたくさんの意見を -)
まくまとめて,教学のまとめの方向-もっ
ていくこと幸)蚤要である｡
まだ検証や結盟を数値にすることはでき
ていないが,肌で感 じる生徒の雰幽気やワ
ークシー トの感想から.こうした授業の中
で.工夫を加え.数学の内容をしっかi')y
iJLiえさせていく授饗をTFわていくことて.
現実事象の問を見てヰ､後ずさりせず.沖に
楽 しい気持ちで取 り組んでいく生徒を育て
ていると感 じることができた｡
② 動画を取 り込む有用性
コンピュータやフ'ロジごクタを持ち込んだ
ので,｢今 日は何するの?｣とIAL味津々であ
るOインターネ ットの画血から本 日の内容
の数学の画血に入 り,水槽に水の入ってい
く動画を見せる∩
軌両を繰 り返 して見せながら､
① 『変化 していろのけ何でしょう?』
② 『ともなって変化 している2つはどれ
とどれ ?』
などと､問いかけていく｡動画に食いつい
てきた生徒は､冊悔的に ｢水の左t,水の高
さ,時間-｣｢時間と水の高さ,時制と- ･｣
と依存関係に着目できた.
(2)課題
放Ln関係の楯極的に取 り糾みやすくする
ために､ 1次関数等についても､栢極的に
動画や作業を通 して具体的な事象と数学を
結びつける授業を開発して行きたい｡
(平成 19午10月 2日受FJ!)
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